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ま
で

　
（
財
）
電
源
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
で
は
、
今

年
度
も
電
源
地
域
の
振
興
を
支
援
す
る
た
め
、

電
源
地
域
の
市
町
村
職
員
、
農
協
・
漁
協
・

商
工
会
等
の
各
種
団
体
、
事
業
者
、
個
人
の

皆
様
を
対
象
に
さ
ま
ざ
ま
な
研
修
を
実
施
い

た
し
ま
す
。

　

セ
ン
タ
ー
で
は
、
平
成
２
年
度
よ
り
毎
年

約
30
本
、
こ
れ
ま
で
延
べ
約
２
万
人
の
参
加

者
を
対
象
に
研
修
を
実
施
し
て
お
り
、
今
年

度
は
、「
住
民
と
行
政
と
の
協
働
」「
観
光
振
興
」

「
特
産
品
開
発
」「
企
画
立
案
能
力
養
成
」
な
ど
、

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
等
か
ら
、
引
き

続
き
電
源
地
域
市
町
村
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
た

幅
広
い
テ
ー
マ
で
研
修
を
実
施
す
る
こ
と
と

し
て
お
り
ま
す
。

　

研
修
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
先
進
地
の

視
察
、
実
践
的
な
演
習
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
な
ど
を
取
り
入
れ
、
研
修
を
効
果
的

に
実
施
で
き
る
よ
う
充
実
を
図
っ
て
お
り
ま

す
。

　

ま
た
、
国
内
研
修
の
参
加
に
あ
た
っ
て
は
、

参
加
す
る
た
め
の
旅
費
の
3/4
の
助
成
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

研
修
に
参
加
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、
地

域
振
興
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
取
り
組
み
へ
の
ヒ
ン

ト
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
各
市
町
村
研
修
担
当
者
様
に

送
付
し
て
お
り
ま
す
「
平
成
21
年
度 

研
修
の

ご
案
内
」
を
ご
覧
い
た
だ
き
、
是
非
ご
参
加

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

国内研修
注１　応募者が定員に満たない場合は、中止または開催時期等を変更することがあります。
注２　負担金には、旅費（宿泊費、日当、車賃）は含みません。
注３　定員になり次第、締め切らせていただきますので、参加をお断りすることがあります。
　　　また、応募状況によっては、同一市町村からの参加者数を制限する場合があります。

海外研修（研修 No.28）
注１　応募者が定員に満たない場合は、中止または開催時期等を変更することがあります。
注２　国際情勢により、実施への影響が懸念される場合は、中止または開催時期を変更することがあります。
注３　負担金には、地元－成田間の旅費（宿泊費、日当、車賃）および渡航期間中の支度料、日当、昼食代は含みません。
　　　また、成田－訪問国間の往復航空運賃は含みません。
注４　定員になり次第、締め切らせていただきますので、参加をお断りすることがあります。
注５　国内での事前研修（研修 No.27「海外事前」）の受講が必要です。

No. 研修テーマ 時期 日数 定員 負担金 備考
1 プレゼンテーション能力開発講座 H21.7 2 30 13,000
2 問題解決・企画立案能力開発講座 H21.12 3 30 15,000

3
ファシリテータ能力開発講座［上期］　
 ～ワークショップの進め方を学ぶ～

H21.7 2 30 13,000

4
ファシリテータ能力開発講座［下期］　
～ワークショップの進め方を学ぶ～

H21.12 2 30 13,000

5 行政評価の効果的な手法・活用策・改善策を学ぶ H21.7 3 30 15,000

6
住民との協働によるまちづくりⅠ 
～住民参加型まちづくりの必要性とその方策を学ぶ～

H21.7 2 40 10,000

7
住民との協働によるまちづくりⅡ 
～行政とＮＰＯ・コミュニティビジネスとの協働を学ぶ～

H22.2 2 40 10,000

8 中山間地域の地域活性化策を学ぶ H21.10 3 40 15,000 現地研修

9
循環型社会の推進における地域活性化策を学ぶ　～地域
からの循環型社会づくり～

H22.1 2 40 10,000

10 少子化社会における地域づくりを学ぶ H21.8 2 40 10,000
11 高齢化社会における地域づくりを学ぶ H21.10 2 40 10,000
12 住民と行政が一体となった地域福祉のあり方を考える H22.1 2 40 10,000

13
都市と農村の交流・共生を学ぶ
～グリーン・ツーリズム 等～

H21.10 3 40 15,000 現地研修

14
農業の活性化策を学ぶ
～所得向上と担い手対策～

H21.12 2 40 10,000

15 持続可能な漁業経営の方策を学ぶ H21.9 2 20 10,000

16
中心市街地活性化策を学ぶ　 　
～地域コミュニティを担う中心市街地～

H21.10 2 40 13,000 現地研修

17 地域産業活性化の方策を学ぶ H21.9 2 40 10,000

18
地域資源を活用した観光振興を学ぶ　
～地域ぐるみによる観光まちづくり～

H21.9 2 40 10,000

19
地域資源を活かした観光まちづくり戦略 
～魅力あふれる個性豊かな地域づくり～

H21.11 3 40 15,000 現地研修

20 地域特性を活かした特産品の開発・販売促進を学ぶ　Ⅰ H21.8 2 40 10,000
21 地域特性を活かした特産品の開発・販売促進を学ぶ　Ⅱ H21.11 2 40 10,000
22 地域特性を活かした特産品の開発・販売促進を学ぶ　Ⅲ H22.2 2 40 10,000

23 ～
26

地域別研修Ⅰ . Ⅱ . Ⅲ . Ⅳ 別途 2 別途 別途 経済産業局別研修

27
海外事前研修　
地域とエネルギー関連施設の共生を学ぶ

H21.8 1 15 13,000

28
海外研修　
地域とエネルギー関連施設の共生を学ぶ

H21.10 8 15 250,000 欧州

各研修の詳細については、開催の２～１ヶ月前までにお知らせします。（テーマおよび内容を変更することがあります。）
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【人事往来】
●電源立地都道府県知事（平成21年2月～平成21年4月選挙分）
都道府県名	 氏名	 当選月日

千葉県	 森田健作	 3 月 29 日

●電源地域市町村首長（平成21年2月～平成21年4月選挙分）
市町村名																													氏名　　　　	当選月日

【
読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト
】

　

今
号
の「P

ick	U
p!

」に
ご
登
場
い
た
だ
き
ま
し
た
美
浜
町
役
場
及
び
㈱
フ
ェ
ア

リ
ー
エ
ン
ジ
ェ
ル
の
ご
厚
意
に
よ
り
、「
さ
ば
の
へ
し
こ
」と「
て
ん
し
の
光
や
さ
い
」

の
セ
ッ
ト
を
五
名
様
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
い
た
し
ま
す
。

　

と
じ
込
み
の
ア
ン
ケ
ー
ト
ハ
ガ
キ
に
本
誌
へ
の
ご
意
見
、
ご
感
想
な
ど
を
ご
記

入
の
上
、
郵
送
、
ま
た
は
F
A
X
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。
F
A
X
の
場
合
は
、
ア
ン

ケ
ー
ト
は
が
き
両
面
の
質
問
項
目
の
回
答
を
A
４
サ
イ
ズ
の
紙
に
記
入
し
て
お
送

り
く
だ
さ
い
。
ハ
ガ
キ
が
切
り
取
ら
れ
て
い
る
場
合
は
、
左
記
問
い
合
わ
せ
先
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

〆
切
は
平
成
二
十
一
年
七
月
二
十
一
日（
消
印
有
効
）。
ご
応
募
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。な
お
、当
選
の
発
表
は
発
送
を
も
っ
て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。【美浜町特産品セットに関するお問い合わせ先】

美浜町企画政策課：0770-32-6701

今号でご紹介した
電源市町村の発電所データ

◆表紙/TOPにきく/PICK UP！　
　福井県美浜町　　　
　P２を参照
 
◆My Angle ～専門家の視点から～　
　石川県志賀町
　志賀原子力発電所所在　
　出力：１７５万ｋW  
　事業者名：北陸電力株式会社

◆産品自慢　
　長崎県長崎市
　松島火力発電所隣接　
　出力：１００万ｋW　
　事業者名：電源開発株式会社

都道府県名	 氏名	 当選月日

秋田県	 佐竹敬久	 4 月 12 日

多良木町（熊本県） 松本照彦 2月1日
那須塩原市（栃木県） 栗川仁 2月2日
宇城市（熊本県） 篠﨑 鐵男 2月2日
黒木町（福岡県） 小川光吉 2月4日
鹿部町（北海道） 川村茂 2月8日
今治市（愛媛県） 菅良二 2月8日
浦添市（沖縄県） 儀間光男 2月8日
五城目町（秋田県） 渡邉彦兵衛 2月15日
白山市（石川県） 角光雄 2月15日
東近江市（滋賀県） 西澤久夫 2月15日
清水町（北海道） 高薄渡 2月22日
上野原市（山梨県） 江口英雄 2月22日
揖斐川町（岐阜県） 宗宮孝生 2月22日
米原市（滋賀県） 泉峰一 2月22日
天川村（奈良県） 柿坂彌壽麿 2月22日
山都町（熊本県） 甲斐利幸 2月22日
南阿蘇村（熊本県） 長野敏也 2月22日
鴨川市（千葉県） 片桐有而 3月1日
越前町（福井県） 関敬信 3月1日
大紀町（三重県） 谷口友見 3月1日
柳井市（山口県） 井原健太郎 3月1日
遊佐町（山形県） 時田博機 3月8日
北広島町（広島県） 竹下正彦 3月8日
上士幌町（北海道） 竹中貢 3月10日
小野町（福島県） 宍戸良三 3月10日
中能登町（石川県） 杉本栄蔵 3月10日
東通村（青森県） 越善靖夫 3月15日
下関市（山口県） 中尾友昭 3月15日
上松町（長野県） 田上正男 3月17日
つるぎ町（徳島県） 兼西茂 3月17日
七宗町（岐阜県） 井戸敬二 3月22日
蟹江町（愛知県） 横江淳一 3月22日
川越町（三重県） 川村康治 3月22日
萩市（山口県） 野村興兒 3月22日

鏡野町（岡山県） 山崎親男 3月24日
野沢温泉村（長野県） 富井俊雄 3月25日
田村市（福島県） 冨塚宥日景 3月29日
小松市（石川県） 和田愼司 3月29日
潟上市（秋田県） 石川光男 4月5日
山梨市（山梨県） 中村照人 4月5日
真庭市（岡山県） 井手紘一郎 4月5日
三原市（広島県） 五藤康之 4月5日
うきは市（福岡県） 怡土康男 4月5日
豊前市（福岡県） 釜井健介 4月5日
新冠町（北海道） 小竹國昭 4月7日
佐井村（青森県） 太田健一 4月7日
若狭町（福井県） 森下裕 4月7日
佐久穂町（長野県） 佐々木定男 4月7日
八頭町（鳥取県） 平木誠 4月7日
上勝町（徳島県） 笠松和市 4月7日
湧水町（鹿児島県） 米満重満 4月7日
東北町（青森県） 斗賀寿一 4月12日
栗原市（宮城県） 佐藤勇 4月12日
小坂町（秋田県） 細越満 4月12日
秋田市（秋田県） 穂積志 4月12日
男鹿市（秋田県） 渡部幸男 4月12日
由利本荘市（秋田県） 長谷部誠 4月12日
北秋田市（秋田県） 津谷永光 4月12日
湯沢市（秋田県） 齊藤光喜 4月12日
羽後町（秋田県） 大江尚征 4月12日
郡山市（福島県） 原正夫 4月12日
秩父市（埼玉県） 久喜邦康 4月12日
糸魚川市（新潟県） 米田徹 4月12日
海南市（和歌山県） 神出政巳 4月12日
出雲市（島根県） 長岡秀人 4月12日
備前市（岡山県） 西岡憲康 4月12日
新見市（岡山県） 石垣正夫 4月12日
美咲町（岡山県） 定本一友 4月12日

庄原市（広島県） 滝口季彦 4月12日
佐伯市（大分県） 西嶋泰義 4月12日
豊後大野市（大分県） 橋本祐輔 4月12日
竹田市（大分県） 首藤勝次 4月12日
宇佐市（大分県） 是永修治 4月12日
菊池市（熊本県） 福村三男 4月12日
六合村（群馬県） 山本三男 4月14日
武豊町（愛知県） 籾山芳輝 4月14日
奥出雲町（島根県） 井上勝博 4月14日
愛別町（北海道） 矢部福二郎 4月19日
青森市（青森県） 鹿内博 4月19日
七戸町（青森県） 小又勉 4月19日
石巻市（宮城県） 亀山紘 4月19日
富山市（富山県） 森雅志 4月19日
佐久市（長野県） 柳田清二 4月19日
中川村（長野県） 曽我逸郎 4月19日
掛川市（静岡県） 松井三郎 4月19日
東海市（愛知県） 鈴木淳雄 4月19日
朝来市（兵庫県） 多次勝昭 4月19日
豊岡市（兵庫県） 中貝宗治 4月19日
十津川村（奈良県） 更谷慈禧 4月19日
松江市（島根県） 松浦正敬 4月19日
山陽小野田市（山口県） 白井博文 4月19日
八幡浜市（愛媛県） 大城一郎 4月19日
西海市（長崎県） 田中隆一 4月19日
錦江町（鹿児島県） 野元良一 4月19日
さつま町（鹿児島県） 日高政勝 4月19日
南大隈町（鹿児島県） 森田俊彦 4月19日
うるま市（沖縄県） 島袋俊夫 4月19日
川辺町（岐阜県） 佐藤光宏 4月21日
共和町（北海道） 山本栄二 4月24日
香美町（兵庫県） 長瀬幸夫 4月26日
田辺市（和歌山県） 真砂充敏 4月26日

市町村名																													氏名　　　　	当選月日市町村名																													氏名　　　　	当選月日

問い合わせ先：03-5405-8128

FAXでの応募先：

03-5405-8103

（財団法人電源地域振興センター普及啓発課）


